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私が勤 めて いるハ ーバー ド大 学にお ける日本研究 の現状 を紹介す るに

あた って 、私が まず皆 さんに注意 しておかな ければな らない ことが ござ

います 。私がハ ーバ ー ド大学に勤めてか らまだ四年足 らず 、ライシャワー

研究所所長 になってか らた った半年。ですか ら、まだわか らない ことも

多 くて、誤解す る、あるいは ミソを付 ける、その恐 れが あ ります。その

点 、皆 さん にお気 を付 けていただ きた いと思 います。

私が 、知 って る限 り、ハーバー ド大学 にお ける日本研 究が本格的に始

まったのは、昭和7年 の ことで した 。その とき、パ リか ら呼ば れた セル

ゲイ ・エ リセーエ フとい う人物が 、東洋学科の教授にな りました 。皆 さ

ん もすでに ご存 じか と思いますが 、エ リセーエフ氏 は ロ シァ生 まれで 、

明治の末期 に東京帝国大 学に入 りま した。留学時代に 、 日本の文壇で も

活躍 して、夏 目漱石 とか谷崎潤一郎 とかい うよ うな方 々 と親 しくなった

のであ ります。 もちろん 、東大 を卒業 したので、エ リセ ーエフ氏 は、 と

て も日本語の上手 な、 日本文化 も徹底的に理解 した人で した。そのエ リ

セ ーエ フ氏が 、ハ ーバ ー ド大学でつ くった 日本研究講座 で、最初 か ら日

本語 と日本文化 に重点 を置 いたのは 、恐 らく当た り前 の ことだ と思いま

す 。

しか し、エ リセーエフ氏 自身 も強 く革命以前の ロシアの文化か ら影響

を受 けたの で、 もちろん ヨーロ ッパ諸国の文化的な要素 も含まれていま

した。 と同時に、ハーバー ド大学で は、相 当前か ら中国の研究 も進んで
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いましたか ら、やは り日本研 究は、東洋研究 ない し中国研究 の一部分 と

い う側面 もあ りました。エ リセーエフ氏の最 も有名な生徒 たる ライシ ャ

ワー氏の生 涯に、いま私 が述べ た ことが容易 に見 あた ると思 います 。

日本生 まれ 日本 育 ちの ライシ ャワー氏 は、子供の頃か ら日本語が 出来

たのです が、ハーバー ド大学 院に入 ってか ら、エ リセーエフ氏 が強調 し

た 日本文化 、 ヨー ロッパ文化 、そ してハ ーバー ド大 学の東洋学 も、身に

つ けたのです 。大学 院生 として留学 したのは東京 、京都 は もちろん 、そ

してパ リと北京 、学位論文 は平安時代の坊 さん、円仁の 『入唐求法巡礼

記」 とい う日記 の翻訳 です 。 しか し、卒業 して、学位 を とってか ら、ま

た第二次世界大戦が終 わってか ら、ライシ ャワー氏 は、今 まで とは全然

違 った道 をた どるよ うにな りま した。一人でハーバー ド大学 における 日

本研究の形 を変 えて、その範囲 を もっと広 くして、かつ 中国研究か ら独

立 させたのです 。ライシ ャワー氏 自身は 、ことに安保騒動の ときか らだ

んだん と外交 ・政治 ・経済 問題 に興味 を持つよ うになって、 とうとう昭

和36年 にケ ネデ ィ大統領 に在 日米国大使に任命 され たのです 。

ライシ ャワー氏の 日本滞在 は、六年間で した。皆 さんよ くご承知の よ

うに、その六年 間は、 日本現代史 において大変劇 的な時代で あって 、今

の 日本の経済状態の 出発点で もあ りました。その とき、ライシ ャワー氏

と会 った政界 ・財界の方 々が 、後になってか らハーバー ド大学の ライシャ

ワー研究所 に援助 を与 えて 、基金 を作 ったのです 。要す るに、ライシ ャ

ワー氏の影響でハ ーバ ー ド大学にお ける日本研究 の形が変 わって きま し

た 。

一方 、戦前の文化 ・文学 ・歴史か ら、政治 ・経済 ・外交 を含 むよ うに

なって、それ と同時 に徹底的に名実 ともに昔の東洋学か ら切 り離 されて 、

独立 した 日本学に な りました。
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エ リセ ー エ フ氏 また は ラ イ シ ャ ワー 氏 の お か げ で 、戦 後 の ハ ー バ ー ド

大 学 は 、米 国 の 日本 研 究 の セ ン ター の 一 つ と して 、広 く認 め られ て きた

の で あ ります 。 それ は 疑 い な い と思 い ます 。ハ ーバー ド大学 で学 位 を取 っ

て 、 日本 研 究 者 と して 評 判 を得 た 学 者 は 、 実 に 多 い 。 エ ー ル大 学 の ジ ョ

ン ・ホ ール 、 プ リンス トン大 学 の マ リァス ・ジ ャ ンセ ン、 カ リフ ォル ニ

ァ大 学 バ ー ク レーの トマス ・ス ミス と ドナ ル ド ・シ ャイ ブ リー 、 ウ ィス

コ ン シ ン大 学 の ソ ロモ ン ・レ ビー ン 、み ん な そ の 第一 世 代 で あ っ た 。第

二 世 代 の 中 で 、ハ ーバ ー ド大 学 の アル バ ー ト ・ク レイ グ 、 ス タ ン フ ォー

ド大 学 の ピー タ ー ・デ ュ ー ス 、 シ カ ゴ大 学 の テ ツ オ ・ナ ジタ 、 エ ー ル大

学 の コ ン ラ ッ ド ・ トッ トマ ン 、サ ンデ ィエ ゴ大 学 の ジ ョン ・ダ ー ワ、 コ

ロン ビァ大 学 の ヘ ン リー ・ス ミス とか 、数 え切 れ な い ほ ど多 い の で す 。

米 国 の 日本 研 究 に対 して 、ハ ー バ ー ド大 学 の 影 響 は 実 に お びた だ しか っ

た と思 うの で あ ります 。

無 論 、現 在 ハ ーバ ー ド大 学 に勤 めて い る先 生 方 は 、先 輩 の大 業 績 を意

識 しなが ら、 日本 研 究 を続 け るた め に出 来 るだ けの こ とを い た して お り

ます が 、米 国 に お け る 日本 研 究 その もの は 、ず い ぶ ん そ の 後 、変 わ って

きた の で あ ります 。 ハ ーバ ー ド大 学 で 学 位 を取 った 第 一 ・第 二世 代 の学

者 の お か げ で 、 も う一 つ か 二 つ の 大 学 で 日本 研 究 を独 占で き るよ うな こ

とは 、 とて も不 可 能 に な りま した 。考 えて 見れ ば 、 それ は も っ と もな こ

とだ と思 い ま す 。 そ れ で も、 ハ ーバ ー ド大 学 は一 流 大 学 で あ って 、そ の

日本 研 究 も一 流 で な け れ ば な らな い と思 う。 いつ も、よ りよ く、よ り広

く、 よ り深 い 日本 知識 が育 つ よ うに と、 日本 関係 の40人 以 上 の 先 生 方 が

努 力 して お ります 。 日本 の伝 統 的 な文 学 ・哲 学 ・歴 史 な どをや って い る

と同 時 に 、現 在 の 政 治 ・経 済 ・法 律 ・言 語 学 な んか も、や って お ります 。

戦 前 の 日本 研 究 とは 全 く違 うの で 、残 っ て い るの は 、 日本 語 の 重 大 さ
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だけなんです 。今のハーバー ド大学の 日本語教育 は、大変い い成績 をあ

げて います。今年 、学生の数は270人 、その過半数 は 、現 在の 日本 を理

解す るた めに、 日本語 を習 ってい ます。そればか りではない 。ほか に 日

本関係の科 目では 、同 じよ うに人数 が増 える一方です し、例 えば私が教

える 日本歴史講座 、つ ま り織田信長か ら第三代 の徳川家光 までの90年 間

の歴史ですが 、それ を去年 、学生が476人 受 けたのです 。

最後 に、ハ ーバー ド大学の 日本研 究に ライシ ャワー研究所が ど うい う

役割 を果た してい るので しょうか。簡単 に申 し上 げます と、大学での 日

本研究 を支援す る、それが第一 目的。第二 の 目的は、広 くニ ューイング

ラン ド地方にお ける日本研究 を奨励 す るとい うことです 。もちろん 日本

研究 を支援 ・奨励す るか らとい って も、それ を支配す るつ も りは少 しも

あ りません。 むしろそれよ り 「基金 」 として活躍 してお ります。 「基金」

として援助 してお りますプ ログラムの中で、い くつかの例 を挙 げま しょ

う。

た とえば大学生に対 しては 、三年生の優等生 四、五人 に卒論の準備が

で きるよ うにと、夏休みに 日本で勉強 させ ています 。同 じく、大学 院の

学生 に も、学位論文 を書 くた めに 、日本 で勉強 させてお ります 。それで 、

毎年 、 もうすでに学位 を取 った若い学者、それはハーバー ド大学 に限 ら

ず 、そ うい う学者 にハーバー ド大学で一年間、ゆっ く りと論文 を本 にす

るチ ャンスを与 えてお ります 。と同時に 、客員研究 員の形で 、ボス トン

市や 、マサチ ューセ ッツ州 、ロー ドァ イラン ド州 、コネテ ィカ ッ ト州の

大学の先生30人 以上が 、研究所の活動に参加す るよ うに なって い ます 。

その場合 には 、研究室 とコンピュー タの設備 も与 えて います 。 ほか に 、

ジ ャパ ン ・フ ォー ラムとい う講義の シ リーズが あって、毎年12人 まで全

国か ら、あるいは外国か ら客員講師を呼んでお ります。 ライシ ャワー客
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員 教 授 制 度 も ご ざい ま す 。 それ に よ っ て 、 よ そか らの 有 名 な先 生 を一 年

間招 待 して い ます 。 今 まで 、そ の 中 で トマ ス ・ロ リー ン とか ロ ナ ル ド ・

ドァ先 生 に来 て い た だ きま した 。 ほ か に 、 日米 関係 プ ログ ラ ム 、 それ と

ハ ーバ ー ド ・イ ェ ンチ ェン図 書 館 、 ハ ーバ ー ド ・ユ ニバ ステ ィ ・プ レス 、

それ と先 生 た ちの 研 究 に も援 助 を して お ります 。

(1989年3月)
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